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管理本部⻑の中川です。

これより、２０１9年３⽉期決算につきましてご説明いたします。

では、次のページ３ページをご覧ください。
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まず、2019年3⽉期業績、そして2020年3⽉期の予想と重点実施事
項について触れさせていただきます。

では４ページをご覧ください。
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2019年3⽉期の当社グループにおける市場環境につきましては、国内市場
は電⼦部品メーカーなどによる投資が好調に推移し、⾸都圏におけるオフィス
ビルの建設需要も⾼い状況が続きました。⼀⽅、海外市場は⽶中貿易摩擦
などの影響による不透明感が続いております。
そのような状況のもと、全ての項⽬で期初予想を上回る結果となりました。

そのなかで、経常利益については第２四半期会計期間において、Geico社
の⽶国の⼤型案件における採算悪化の影響がありましたが、下期以降の塗
装事業の回復や、環境システム事業の好調な国内業績により、期初予想を
上回りました。

また、親会社株主に帰属する当期純利益については、特別利益として投資
有価証券売却益を計上したものの、特別損失としてGeico社におけるのれん
の償却額を計上したことから、特別損益がマイナスとなる影響を受けました
が、こちらも期初予想を上回りました。
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次の5ページは2020年3⽉期の業績予想となります。

2019年3⽉期の実績と⽐較しますと、受注に関してはほぼ横ばい、完
成⼯事⾼及び経常利益については微増で⾒ております。

親会社株主に帰属する当期純利益については、2019年3⽉期は先ほ
どお伝えした通り、特別損益がマイナスとなった影響を受けましたが、
2020年3⽉期はその要素が剥落し、増益となる⾒通しです。
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続いて、6ページ、7ページには、今期の重点実施事項をお⽰ししており
ます。

中期経営計画の基本⽅針に則り、各施策を着実に実⾏してまいりま
す。

続いて9ページをご覧ください。
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9ページは事業別の受注⼯事⾼を前期⽐でまとめています。

全社としましては220億円増加し、2,418億円となりました。

そのうち、環境システム事業では、国内産業空調が好調に推移したこと
により110億円増加し、1,585億円となりました。

また、塗装システム事業は、欧州で⼤型案件2件を受注したこともあり
109億円増加し、833億円となりました。
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10ページは同じく受注⼯事⾼について、期初予想⽐で⽰しております。

全社では、期初予想を268億円上回りました。

そのうち、環境システム事業は国内産業空調の伸びが寄与し、期初予
想を185億円上回りました。

また、塗装システム事業は、上期受注計画案件の期ズレが発⽣しました
が、下期の⼤型案件の受注が寄与し期初予想を83億円上回る結果と
なりました。
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11ページでは事業別完成⼯事⾼を前期⽐で⽰しております。

全社では64億円減少し、2,254億円となりました。

そのうち、環境システム事業は産業空調が国内外ともに、期初の繰越
⼯事⾼が増加したことや好調な受注の影響により完成⼯事⾼は、92億
円増加し1,491億円となりました。

⼀⽅、塗装システム事業は157億円減少し762億円となりましたが、こ
れは前期に⽶国の⾃動⾞塗装の⼤型案件２件が売上に⼤きく寄与した
ことによる反動減です。
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12ページは同じく完成⼯事⾼を予想⽐でまとめています。

全社では、期初予想を54億円上回りました。

そのうち、環境システム事業は国内産業空調において受注が予想を上
回ったことが寄与し、完成⼯事⾼は期初予想を91億円上回りました。

⼀⽅、塗装システム事業は、上期における受注計画案件の期ズレの影
響などにより、期初予想を37億円下回りました。

12



13ページは事業別利益を前期⽐でまとめています。
経常利益は全社ベースでは20億円の増加となり、150億円となりました。

そのうち、環境システム事業は、国内市場の豊富な需要を取り込んだことに
よる完成⼯事⾼の増加に加え、採算性重視の受注活動やコストダウンに取り
組んでまいりました結果、経常利益は16億円増加し、135億円となりました。

塗装システム事業は、2018年3⽉期は⽶国⼦会社のプロジェクトでの採
算悪化の影響があり、また、2019年3⽉期は上期においてGeico社の⽶国
におけるプロジェクトで採算が悪化しました。

下期以降は同プロジェクトにおいて⾒込んでいた原価において、⼀部戻りが
あったことや、採算性の⾼い案件の取り込みなどにより回復し、通期の経常利
益は5億円増加し、16億円となりました。
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14

14ページでは同じく利益について予想⽐でまとめています。

塗装システム事業の上期における損失による影響を、好調な環境システ
ム事業で補い、全体では期初予想を20億円上回る結果となりました。



15

15ページは、３ヶ年の業績の推移を表しています。

ROEにつきましては、2019年3⽉期において８％を超える結果となり
ました。



16ページは先ほどご説明しました事業ごとの完成⼯事⾼、経常利益額
の推移をグラフで⽰しています。ご参照ください。
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17ページは、受注⼯事⾼・完成⼯事⾼・繰越⼯事⾼の事業分野ごと
の内訳と推移を⽰しております。

そのうち、国内産業空調は好調な受注に伴い、繰越⼯事⾼は増加傾
向が続く形となりました。
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18ページは、海外の完成⼯事⾼の推移についてです。

左のグラフは国内海外の内訳と海外⽐率の推移を⽰しています。

オレンジ⾊の折れ線で⽰す海外⽐率は前期の50.1％より3.0ポイント
減少し、47.1％となりました。

これは主として、⽶国の⾃動⾞塗装の減少によるものです。
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19ページは、海外主要５社の完成⼯事⾼の推移を⽰しております。

タイでは2018年3⽉期に⼤型案件の受注があったことなどにより、
2019年3⽉期の完成⼯事⾼は増加しました。

繰り返しになりますが、北⽶の⼦会社と、Geico社は、2018年3⽉期
にそれぞれ⽶国における⾃動⾞塗装の⼤型案件が寄与したため、2019
年3⽉期は反動減となりました。
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20ページは連結の貸借対照表となります。ご参照ください。
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21ページからは、環境システム事業の業績についてご説明いたします。

左のグラフは受注⾼、右のグラフは完⼯⾼について事業分野別に推移
を⽰しております。

そのうち、受注の海外⽐率は国内での受注拡⼤にともない、減少に転
じました。
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22

22ページは、「個別」の市場種別受注状況となります。

好調な「電気・電⼦」分野、「事務所」分野において受注が拡⼤しまし
た。



23ページは、環境システム事業の「連結」の市場種別受注状況となりま
す。ご参照ください。
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24ページはリニューアル⼯事の推移です。

まず、受注⼯事⾼については、2019年3⽉期の産業空調は前期に⼤
型リニューアル案件の受注があった反動減となりましたが、新築の⼤型案
件の受注により産業空調全体としては前期を上回りました。

完成⼯事⾼においてはビル空調、産業空調ともに増加しました。
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25ページからは塗装システム事業についての説明となります。

受注⼯事⾼は、2017年3⽉期は⽶国でGeico社による⼤型案件の
受注がありました。

2018年3⽉期はその反動減となりましたが、2019年3⽉期は同じく
Geico社による欧州での⼤型案件2件の受注が寄与しました。

⼀⽅、完成⼯事⾼については、2018年3⽉期は繰り返しとなります
が、北⽶の⼦会社と、Geico社の⽶国における⾃動⾞塗装の⼤型2案
件が寄与しました。
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26ページは⾮⽇系⾃動⾞メーカーからの受注⼯事⾼⽐率についてで
す。

2017年3⽉期はGeico社が⽶国で⾮⽇系の⼤型案件を受注したこと
により⾼い数値となっておりますが、2018年3⽉期は⼤きく反動減となり
ました。

2019年3⽉期はGeico社が欧州で受注した⾮⽇系の⼤型案件2件
が寄与しました。
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27

27ページから29ページは計上⾦額が10億円以上となった、受注・売
上・繰越案件についてまとめております。ご参照ください。
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30ページからは、2020年3⽉期の通期業績予想についてご説明いた
します。

想定為替レートにつきましては、スライド下部に記載しております。

また、為替差による影響についても記載しておりますので、合わせてご確
認ください。

事業分野ごとの内訳につきましては、次ページよりご説明いたします。
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まず、受注⼯事⾼につきましては、全社で2,398億円となる⾒込みです。
市場環境については、国内においては、オフィスビル需要は当⾯緩やかに縮
⼩する可能性があるものの、旧耐震基準のビルの建て替え・リニューアル、再
開発等のニーズは存続するため、底堅く推移すると考えております。

また、製造業の牽引役の⼀つである電⼦部品メーカーは、第５世代移動通
信システム(5G)や⾃動⾞の電装化に合わせ投資を継続すると⾒ております。

⼀⽅、海外においては、⽇系メーカーによる設備投資回復の⾒通しについて
は引き続き不透明感があるものの、需要は底堅く推移する⾒込みです。

また、塗装システム事業は、2019年3⽉期に欧州で⼤型案件の受注があっ
たことにより、2020年3⽉期は反動減となる⾒通しですが、乗⽤⾞向けでは
北⽶・欧州・⽇本などで設備更新投資、中国・インドなどで増産投資が継続
する⾒込みです。
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32ページは完成⼯事⾼となります。

全社では2019年3⽉期に⽐べ、135億円増加の2,390億円となる
⾒込みです。

要因としましては、ビル空調事業で⼤きく増加する⾒通しです。
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33ページは利益についてです。
経常利益については、全社で153億円を⾒込んでおります。

環境システム事業は2019年3⽉期に⽐べ、完成⼯事⾼は増加するもの
の、労務費・材料費が上昇傾向にあることや、⽐較的採算性の⾼いリニューア
ル⼯事が占める割合が減少することなどにより利益率は低下する⾒込みで
す。

塗装システム事業では、2019年3⽉期上期にGeico社における北⽶の⾃
動⾞塗装案件で発⽣した損失からの回復により、増益となる⾒通しです。

なお、2019年3⽉期下期については、同Geico社のプロジェクトにおいて
⾒込んでいた原価のうち、⼀部戻りがあったことや、採算性の⾼い案件の取り
込みがあったことから、通常より⾼い利益率となっております。

純利益につきましては、2019年3⽉期は冒頭お伝えした通り、特別損益が
マイナスとなった影響を受けましたが、2020年3⽉期はその要素が剥落し、8
億円の増益となる97億円を⾒込んでおります。
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34ページから37ページは全社および各事業における受注⼯事⾼、完
成⼯事⾼の業績予想をお⽰ししておりますのでご参照いただければと思
います。
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38ページは、⾃社株式の取得・消却実績についてご説明いたします。

基本⽅針としましては、資本効率の向上と機動的な財務政策の実現を
⽬的として、⾃社株取得・消却を弾⼒的に実施していきます。
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39ページにおいては、配当についてご説明いたします。

連結配当性向３５％を⽬標とし、これまで通り安定的な配当を実施す
ることを基本⽅針といたします。

2019年3⽉期につきましては、この⽅針に基づき1株当たり91円での
実施としました。期初公表値の77円からは、14円増加した配当となりま
す。

なお、2020年3⽉期の年間配当は、1株につき100円を予定しており
ます。

以上を持ちまして、決算の説明とさせていただきます。

ご清聴いただき、ありがとうございました。
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